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資料－１５計画修正に係るレイアウト等について
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審議会及びパブリックコメント対応一覧表

令和4年 8月 5日 現在

№

意見区分
（審議会・パ
ブリックコメン
ト）

意見対応事項
対応案意見

№
対応
頁 意見内容

１ パブリックコメ
ント №3 -

まちづくり目標の下に連なる節毎の説明にもわかりやすい分
野名称を掲載することで、目次を眺めるだけで内容が簡単に把
握できるようにしてほしい。

目次等の表現について、説の見出し文から内容が判断できる
ものついては現状のままとし、内容の判読が難しい節については、
内容が分かる見出し文に修正します。
具体的には、まちづくり目標 5「1 節 安全・安心に暮らせるま

ちづくり（防災・防犯）」、「2 節 快適で文化的に暮らせるまち
づくり（公園緑地・下水道）」、「3節 利便性のよい魅力あるま
ちづくり（交通・公共施設）」とします。

２ パブリックコメ
ント №7 -

「努めます」「図ります」「検討します」「取り組みます」「推進し
ます」「進めます」など日本語的には類似であるが、表現が異な
るものが多く記載されている。行政運営上の意味内容の違いや
優先順位の違いがあるのか、町民には分かりにくく、内容の把
握がしにくい。表現を統一し、それぞれの言葉が指す行政上の
プロセスが何かを明示して、意味が明確に分かるようにしてほし
い。

出来る限り統一した表現となるよう、整理します。
・実施します：やることが決まっている、町が行う案件で使用しま
す。
・推進します、進めます：「推進します」に統一します。
・取り組みます：実施の方向を示すときに使用します。
・検討します：実施の有無を検討するときに使用します。

３ パブリックコメ
ント №8 -

QR コードで町の HP 上に掲載された個別計画へのリンクを
載せることで、総合計画を読みながら関連の個別計画へと読み
進める作業が楽になるため、町の HP との関連づけをしてほし
い。

QR コードについて、町個別計画一覧のページへのリンクを掲
載できるよう、現在作成しています。

４ 第 1 回審議
会 №2 P26

「地域の目が発揮できる」の表現が分かりづらいのではない
か。

都市化が進む中、防犯・防災に関して、地域パトロール・見守
り・声掛けなど地域力を発揮し、地域の目を活かしたまちづくり・
環境づくりに取り組むことを指しています。
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「地域力（地域の目）が発揮されるまちづくり・体制づくり」に
文言修正します。

５ 第 1 回審議
会 №13 P32

（４）自然系の②河川（水系）に「国場川、安里又川、
宮平川、手登根川、長堂川などの水辺空間については、防災
機能の向上～」とはどういう意味であるか？
「防災機能の向上」の文言について分かりやすい表現に検討

されたい。

河川内のヘドロの浚渫をはじめ、河川を調査し、冠水や浸水
等を未然に防ぐ意味を含め、防災機能の向上としています。以
下の文章に修正します。
「国場川、安里又川、宮平川、手登根川、長堂川などの水

辺空間については、浸水や冠水被害対策の向上と、水質の改
善を図るとともに、地域住民の憩いの場となるよう、安全面に配
慮した親しみのある環境づくりを推進します。」

６ 第 1 回審議
会 №12 P33

～34

南風原ダムの方も都市化するか、農業基盤を整備するの
か、産業地域にするのか、利用を考え、本計画書に付け加えた
方が良いのではないか。計画書 P34 の土地利用構想図では
南風原ダムが抜けているように見受けられる。

南風原ダムの利活用については、P96 で「水辺空間の保全活
用のあり方について検討します」となっており、現段階では他の活
用について位置付けされていないため、文面の河川の中に含まれ
ています。なお、P34 土地利用構想図においても、「河川（水
系）」として南風原ダムが色塗りされていませんでしたので追加し
ます。

７ 第 2 回審議
会 №2 P39

～

めざす姿に「できています」「行われています」と書かれているの
で今できているのではと勘違いしてしまう。「…めざします。」等に
表現方法を変更した方が良いのではないか。

施策のめざす姿については、自分たちが取り組んだ結果の５
年後のあるべき状態を記載しています。「○○をめざします」の向
かう方向ではなく、「○○な状態」になっている到達した目的の表
現としています。めざした後のあるべき姿、理想とする姿を入れた
書き方となっています。
表現を分かりやすくするため見出しの「施策のめざす姿」の後ろ

に（5年後のあるべき姿）を追記します。

８ 事務局 - P40

「自治体DX」について語句説明をしてほしい。 「自治体DX」の文言に注釈を追加します。
自治体 DX:DX とは「デジタル・トランスフォーメーション」の略

で、自治体がデジタル技術やデータを活用して、業務効率化や
行政サービスの改善を進めながら、住民の利便性を目指す取組
です。

パブリックコメ
ント №17 P40 情報を届ける際の広報発信が今後はデジタル中心になって

いくことが予想される中で、高齢世代など電子機器を苦手とす
P40（３）情報化の推進の③を以下の文章に修正します。
「③公文書の電子化やオープンデータの充実を図り、様々な
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る方々にもより読みやすいようなデジタル環境の整備と、デジタ
ルについて学習環境の整備を検討していく必要があると考えま
す。

媒体による情報公開に努めます。」

９ 事務局 - P42

「住民自治」について語句説明をしてほしい。 「住民自治」の文言に注釈を追加します。
住民自治:まちづくりや行政の政策決定に地域住民が参加す

ることをいいます。制度としては、住民投票、まちづくり協議会、パ
ブリックコメント手続、審議会等の運営なども住民自治に含まれ
ます。

10

第 2 回審議
会
（パブリックコ
メント）

資料-
10
№10
№30)

P47

（２）家庭教育を考える機会の充実
子育てサロン、子育て支援センター、児童館、学童等、すで

に専門の知識を持ったスタッフがいて、多くの町民が利用する施
設と連携し、家庭教育の情報発信、情報共有、強化を行って
はどうか。

P47（２）家庭教育を考える機会の充実の②を以下の文
章に修正します。
「②公民館講座等を通じて、いつでも、どこでも、誰でも学べる

環境づくりをさらに充実させます。また、保育所、幼稚園などの公
共拠点施設と連携し幼少期から家庭教育の大切さを学ぶ機会
の充実を図ります。」

11 パブリックコメ
ント №33 P51

「過去に南風原町が取り組んできたそれぞれの字に関する展
示や町史など、町民が自分達の地域の歩みを知り郷土愛につ
ながるような機会を充実させます。またデジタルアーカイブや資料
のオープンデータ化を進めることにより、住民に広く共有する仕
組みつくりを整えます」を追加してほしい。

P51（１）平和学習及び歴史学習の推進の①を以下の文
章に修正します。
「①南風原文化センターや沖縄陸軍病院南風原壕群を学習

拠点としての活用、歴史資料のデータベースなどを通じた町の歴
史文化・平和学習の充実を図ります。また、オンラインで展示物
を見学できる仕組みも検討します。」

12 パブリックコメ
ント №35 P51

「町内在住の外国籍の方、外国語を母語とする方々に向け
た交流の場や町を学ぶ環境を設け、町内での生活を支援する
とともに身近な生活の町での生活の中に国際交流の機会をつく
る」を追加してほしい。

P51（２）に新たに「③町内在住の外国人の方との身近な
交流を通して、それぞれの文化や生活習慣、価値観などを紹介
するなどして、相互理解と国際理解を深める機会を推進しま
す。」を追記します。

13 第 2 回審議
会

資料-
10
№11

P52

5年後（令和8年度）の目標値において、「スポーツキャン
プ・合宿受入件数および利用者数」の項目が、令和 2年度現
状値（1,965 人）より、令和 8年度目標値（1,500 人）
と目標値人数が低い理由は何か。

新型コロナウイルス感染症の影響により令和元年度からスポー
ツキャンプ実施チームが減少していたため、減少傾向を予測し
1,500 人と設定していましたが、令和元年度及び 2 年度の実
績値を維持することを目標とし、1,700 人へ訂正します。

14 パブリックコメ №25 P58、 3 つの施策分野のそれぞれにおいて、「子どもの権利」に関す P58、施策のめざす姿の 4 つ目の○「認知症や障がい者及び
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ント 61 る視点を含めたもの、子どもも大人も含めて「子どもの権利」に
ついて学ぶ機会の充実を施策に含めてほしい。子どもの目線・
子ども主体で教育・文化の分野の施策が進んでいくように「子ど
もの権利」の視点を文面にも表現してほしい。

虐待等を受けている方」→「すべての人の人権」に修正します。
P61（４）権利擁護等に関する制度の利用促進の③の文

章を以下のとおりに修正します。
「③「人権週間」において、女性の人権、子どもの人権、障が

いのある人の人権、外国人の人権などの人権啓発活動を実施
し、町民一人ひとりの人権意識の向上を図ります。」

15 事務局 -
P105
～
P108

行財政計画部分のインデックスが「まちづくり目標７」となって
いるため「行財政」に修正をお願いします。

行財政計画部分のインデックスを「まちづくり目標７」から「行
財政」に修正します。

16 パブリックコメ
ント №4 巻末

資料

町民が読む際には全般に目を通すのではなく、関心のある分
野から読むことになるため、目的箇所を探しやすいようにキーワ
ードで検索できる索引を冊子の最初もしくは最後につけてほし
い。

巻末資料として、キーワードとページ番号を記した「索引一覧
表」を今後作成します。

17 パブリックコメ
ント №5 巻末

資料

町民が読む際には全般に目を通すのではなく、関心のある分
野から読むことになるため、目的箇所を探しやすいようにそれぞ
れの節毎の内容に関連分野の節の案内を入れてほしい。

計画書内に関連分野の節の案内を入れると煩雑になる恐れ
があるため、関連の深い施策が分かるような体系表の施策ごとに
関連する施策名を一覧にしたもの「（仮）施策関連一覧表」を
巻末資料として今後作成します。


